








要旨:小児好中球減少症に対して G-CSF が臨床応用され、多数症例において著明な臨床効

果が得られた。しかしながらG-CSF 受容体の異常などにより治療効果が望めない症例や、

長期投与による二次癌の発生頻度の増加が報告され、新しい治療法の開発が望まれている。

最近、単離された thrombopoietin (TPO)は、巨核球産生のみならず多能性造血幹細胞の

初期分化にも深くかかわっていることが報告されている。われわれは、臍帯血造血幹細胞

を SCF と TPOの共存下で無血清液体培養をおこなったところ、長期に穎粒球産生が維持さ

れることを見い出した。その結果から、G-CSF、GM-CSF に依存しない穎粒球産生機構の存

在が示唆された。今後、好中球減少症において、この顆粒球産生系を活性化するにより感

染症のコントロールが可能であるか検討していく予定である。


